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文

口

× 

口

陣

× 

口

伍

子年
十
七

壷'武小

口

年
十

口

二
、
形

状

本
漆
紙
は
内
側
に
多
量
の
漆

液
を
包
み
込
む
よ
う
に
二
つ
折

り
状
態
で
廃
棄
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

，
ふ
た
紙
e

の
周
辺
部

は
折
り
か
え
り
、
厚
く
漆
が
付

電F

.元金
平，シ〆".-
;:， 

lOcm 

~ ..D 

• 1
 

• 

。

着
し
て
い
る
。
形
状
と
し
て
特
異
な
の
は
、
通
常
、
折
り
た
た
ん
だ
ふ
た
紙
を

展
開
す
れ
ば
円
形
を
呈
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
半
円
に
近
い
状
態
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
推
定
径
は
約
十
八

開
前
後
と
な
る
。
詳
細
に
観
察
す
る

と
、
刃
物
で
切
断
さ
れ
て
お
り
、
切
断
面
に
漆
液
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
考
え
て
、
ふ
た
紙
と
し
て
漆
液
に
密
着
さ
せ
、
や
や
生
乾
き
の
状
態
で
半
円

に
近
い
形
に
切
断
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る。

漆
液
を
厚
く
付
着
さ
せ
た
ま
ま
、
内
側
に
包
み
込
む
よ
う
な
廃
棄
の
仕
方
は

第 1図

政
庁
北
辺
築
地
外
側
で
発
見
さ
れ
た
第
二
・
三
号
文
曹
と
類
似
し
て
い
る
。
現

状
で
内
側
に
は
多
量
の
土
砂
も
含
ま
れ
て
お
り

(
永
嶋
正
春
氏
の

X
線
透
過
写

真
に
よ
る
観
察
)
、
重
量
は
三

0
・
六

g
で
あ
る
。

文
字
は
現
状
で
は
左
文
字
で
確
認
で
き
る
。
調
査
当
初
、
四
行
自
の
「
威
」

以
下
と
五
行
自
の
「
ロ
」
以
下
は
文
字
が
不
鮮
明
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
ロ

伍
小
子
」
の
「
子
」
の
部
分
を
反
対
面
か
ら
正
字
で
墨
痕
鮮
や
か
に
確
認
で
き

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
漆
紙
文
書
は

一
紙
で
あ
り
、
左
文
字
部
分
は
墨
痕
が
診
み

出
た
状
態
で
見
え
て
お
り
、
紙
の
保
存
は
良
好
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
か
ら
左
文
字
で
不
鮮
明
な
部
分
は
表
面
を
削
る
こ
と
に
よ

り
文
字
を
鮮
明
に
確
認
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
削
り
取
り
作
業
を
行
っ
た
結
果

「
口
成
年
十
七
」
「
口
ぎ
年
十
六

」
の
二
行
を
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
内

居宅担

官

確
認
出
来
る
文
字
は
わ
ず
か
五
行
十
七
文
字
、
魯
体
は
階
舎
で
、

一
文
字
の

大
き
さ
は
約
七
J
八

m
で
あ
る
。
行
間
寸
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

6
『口

8
九
日

口

8
伍

6
~
口，口

× 陸

× 子年
十
七

査l¥小

年
十

各
行
聞
は

一
・
八

m
を
は
か
り
、

一
・
六

m
の
部
分
は

一
段
下
げ
た
内
訳
部



分
(
の
ち
に
触
れ
る

『
延
喜
式
』
の
大
帳
式
で
は
割

部
分
に
相
当
す
る
)
と

(略
}

去
年
計
帳
定
ロ
若
干

判
断
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
下
端
は
各
行
の
途
中
で
斜
め
に
切
断
さ
れ
て
い
る
の

で
不
明
で
あ
る
が
、
各
行
の
上
部
は
全
く
文
字
が
な
く
、
余
白
と
な

っ
て
い
る
。

ロ
若
干
不
課

数
字
は

「
陸
」

「伍」

「
原
」

「
笠
」
と
大
字
を
用
い
て
い
る
。

ロ
若
干
死

C

以
上
の
点
か
ら
考
え
て
、
本
文

の
性
絡
は
公
文
の
う
ち
で
も
口
散
の
統
計

(略
}

ロ
若
干
入
課

的
文

と
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
文
書
に
最
も
近
似
し
た
も
の
は
、

『
延
喜
主
計
式
』
に
み
え
る
大
帳
式
と

ロ
若
干
見
在

正
倉
院
文

中
の
阿
波
国
計
帳
と
称
さ
れ
る
文
密
で
あ
る
。

ロ
若
干
男

ロ
若
干
入
位
己
上

ま
ず
、
延
喜
式
の
大
帳
式
の
関
係
部
分
を
抜
粋
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(前
略
)

都
合
今
年
計
帳
新
都
定
見
戸
若
干
欠
誌
喜
子
若
手

ロ
若
干
伴
部

- 2-

ロ
若
干
帳
内

戸
若
干
不
際

ロ
若
干
者
老

戸
若
干
嘗

ロ
若
干
小
子
枠
什
一
対
統
一竹

戸
若
干
新
(略
)

ロ
若
干
篤
疾

ロ
若
干
極
圏

戸
若
干
賢
人

ロ
若
干
放
股
従
良

ロ
若
干
女

(略
)

ロ
若
手
銀

戸
若
干
者
老

戸
若
干
;
小
子
仰
什
対
一
一
一
竹

戸
若
干
寡
締

戸
若
干
謀

(略
)

ロ
若
干
入
不
謀



ロ
若
干
見
在

(略
)

去
年
・
帳
後
己
来
新
附
ロ
若
干

ロ
若
干
不
謀

ロ
若
干
男

ロ
若
干
入
位
巳
上

ロ
若
干
者
老

ロ
若
干
・小子
特
什
討
結
特

ロ
若
干
篤
装

ロ
若
干
癒
疾

(
下
略
)

/J、
子
年年
十十
プt七
若干守
二f-f

は
本
文

の

ーー、
ロ

{託1:1仁l

rl l~ 小

子年
ト
ヒ

年
十
六

」
の
部
分
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

大
帳
式
は
各
郡
ご
と
と
画
全
体
の
総
計
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

本
文

の
小
子
の
ロ
教
の
少
な
さ
か
ら
い
え
ば
、
各
都
ご
と
の
集
計
の
う
ち

の
「
去
年
帳
後
巴
来
新
附
」
の
部
分
に
骸
当
し
よ
う
か
。

こ
の
小
子
の
年
齢
に
つ
い
て
、

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
(
七
五
五
)

四
月
辛
巴

(
四
日
)
条
に
よ
れ
ば
、
中
男
が
従
来
の
十
七
歳
か
ら
十
八
歳
に
新

た
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
小
子
は
大
宝

・
養
老
両
令
に
お
い
て
四
歳

J
十
六
歳
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
四
歳
J
十
乞
殺
に
改
定
さ
れ
た
。

本
文

に
お
い
て
、
と
く
に
十
七

・
十
六
歳
の
小
子
の
み
年
齢
別
口
数
が
記
披

さ
れ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
が
進
丁

(進
中
男
)
直
前
で
、
そ
の
口
数
の
動
向
は

国
家
に
と

っ
て
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

「
伍
」
の
内

訳
が
「
煎
」
と
「
笠
」
で
合
計
数
が
合
わ
な
い
が
、

「査
」
の
右
肩
の
黒
点
が

そ
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
を
示
す
校
合
を
行
っ
た
痕
跡
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
て
、
本
文
書
は
わ
ず
か
数
行
の
断
簡
で
あ
る
が

-3-

『
延
喜
主
計
式
』
に
み
え
る
大
帳
式
に
該
当
す
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
大
帳
式
を
参
照
す
れ
ば
、

「
口
伍
小
子
」
の
前
二
行
は

一
段
下
げ
て
記

較
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
内
訳
は
香
老
の
部
分
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
巻
老
は
大
宝

・
養
老
両
令
に
よ
れ
ば
、
老
(
六
一

J
六
五
歳
)
、
者

二ハ

六
歳
以
上
)
と
規
定
さ
れ
て
い
る
〔
天
平
宝
字
二
年
に
は
老

(六

O
J六
四
歳
)
、

者

(六
五
歳
以
上
)
に
改
定
〕。

し
た
が

っ
て
本
文

の
内
訳
は
老
と
鵬
首
の
そ

れ
ぞ
れ
の
口
数
を
記
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

参
考
ま
で
に
、
小
子
お
よ
び
者
老
の
内
訳
に
つ
い
て
、
平
安
末
期
の
史
料
で

あ
る
が
、
九
銭
家
冊
子
本
中
右
記
の
喪
文

と
し
て
知
ら
れ
る
保
安
元
年
(
一

一一一

O
年
)
の
接
部
国
大
計
帳
案
の
骸
当
部
分
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
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た
だ
し
、
県
津
国
大
計
帳
案
は
延
喜
式
の
大
帳
式
と
異
な
る
記
載
が
多
い
こ

と
か
ら
判
断
し
て
参
考
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
延
喜
式
の
大

帳
式
に
基
本
的
に
拠

っ
て
お
き
た
い
。

つ
ぎ
に
、
正
倉
院
文

中
に
京
進
さ
れ
た
阿
波
国
計
帳
(
大
帳
)
と
よ
ば
れ

る
統
計
文
書
の

一
部
が
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文

は

『
延
喜
主
計
式
』
の
大

帳
式
の
実
例
と
い
え
る
も
の
で
、
位
也
元
年
{
ヒ

一
五
)
J天
平
十
二
年
(
ヒ

四

O
)
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

文
字
の
大
き
さ
お
よ
び
行
間
(
約

一
・
七

m
)
、
数
字
の
大
字
使
用
な
ど
、

今
回
の
文

と
き
わ
め
て
額
似
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
阿
波
園
大
帳
を
用
い
て
、

本
文
内
の
遺
存
状
況
を
推
定
径
約
十
八

m
と
仮
定
し
て
復
原
す
る
と
、
下
記
の

よ
う
に
な
ろ
う
。

目
、
計
帳
制
度
の
概
要

計
帳
制
度
に
つ
い
て
鎌
田
元

一
氏
の
代
表
的
な
見
解
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
よ
う

(「
計
帳
制
度
試
論
」

『
史
林
』
第
五
五
巻
第
五
号
一
九
七
二
年
九
月
)
。

鎌
田
説
の
大
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る。

①

「
大
帳
」
と
「
計
帳
」
は
「
目
録
」
と
「
腔
名
」
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
総
体

と
し
て
の
同

一
興
態
を
指
す
別
称
で
あ
る
こ
と
。
各
種
計
帳
様
文

の
現
存

す
る
神
亀
・

天
平
年
間
以
降
の
計
帳
制
度
が
基
本
的
に
そ
の
二
種
の
文
書
を

一
組
と
し
て
京
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

①
計
帳
制
度
は
奨
老
元
信
干
の

「
大
計
帳
式
」
の
頒
下
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
も

O
阿
波
闘
計
帳
叫
耐
除

- 5ー

戸
市
山手
八
位

戸
受
給
捌
者
老

戸
余
拾
小
子

戸
伍
政
疾

{大
日
本
山
文
冷

一
ノ
五
附
九
1
・九
五

O
以
}



の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
計
帳
制
度
が
単
に

「
目
録
」
の
み
を
作
成

・
京
進

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
に
対
し
、
こ
の
時
点
で
始
め
て

「
歴
名
」
が
作
成
さ

れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
鎌
図
説
に
対
し
て
反
論
も
多
く
提
出
さ
れ
、
な
か
で
も
杉
本

一
樹
氏
の
見
解
は
鎌
田
説
の
矛
盾
を
鋭
く
指
摘
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
で
あ

ろ
う
(
「

『
計
帳
匿
名
』
の
京
進
に
つ
い
て
」

『
奈
良
古
代
史
論
集
』
第

一
集

一
九
八
五
年
五
月
)。

鎌
田
説
の
立
論
の
中
心
を
な
す
養
老
元
年
制
の
評
価
は
、
鎌
田
説
以
前
の
通

説
の
ご
と
く
大
計
帳
式
を
目
録
の

式
整
備
と
み
る
こ
と
は
極
め
て
自
然
で
、

あ
え
て
歴
名
の
京
進
を
想
定
す
る
必
要
は
全
く
な
い
。
ま
た
正
倉
院
文
書
の
計

帳
緩
文
書
や
大
宝
戸
令
造
計
帳
条
に
お
け
る
歴
名
京
進
規
定
の
不
存
在
な
ど
の

検
討
か
ら
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。

八
世
紀
中
葉
の
計
帳
は
本
来
の
俊
能
か
ら
し
て
毎
年
送
進
さ
れ
る
と
こ
ろ
に

意
嶋
崎
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
畿
内
か
ら
は
目
録
と
歴
名
が
進
官
さ
れ
、
畿

外
か
ら
は
目
録
の
み
が
京
進
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
計
帳
は

一
一
回
毎
の
戸
数、

口
数
に
関
す
る
統
計
的
文

(
「
目
録
」
)
と
戸
口
腔
名
文
書
(
「
歴
名
」
)
と
の
両
者
か
ら
成
り
立
つ
も

の
で
あ
る
。

五
、
む
す
び

本
文

断
簡
に

つ
い
て
、
そ
の
特
色
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
階
自
体
で
、
数
字
は
大
字
で
あ
る
。

②
わ
ず
か
五
行
十
七
文
字
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
が
、

一
文
字
の
大
き
さ
が

七
J
八

m
程
度
の
小
さ
な
文
字
、

口
敏
を
列
記
し
た
書
式
は
統
計
的
文
書
と

判
断
し
て
よ
い。

①
小
子
の
内
訳
「
年
十
七
」

「
年
十
六
」
の
記
載
は
、
延
喜
主
計
式
に
み
え
る

大
帳
式
に
類
似
す
る
。

@
小
子
の
計
「
伍
」
に
対
し
て
、
そ
の
内
訳
が
「
煎
年
十
ヒ
」
と

「笠
年
十
六
」

「
笠
」
の
右
周
に
校
合
と
思
わ
れ
る
黒
点
が
存
在
す
る
。

こ
の
事
実
か
ら
、
本
文
書
が
国
府
作
成
の
大
帳
の
案
文
と
判
断
で
き
る
で
あ

で
は
合
わ
な
い
が
、

ろ
う
。
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⑤
小
子
が
天
平
宝
字
元
年
四
月
、
従
前
の
十
六
歳
か
ら
十
七
歳
に
延
長
さ
れ
た

と
と
か
ら
、
本
文

の
年
代
は
天
平
宝
字
元
年
四
月
以
降
の
も
の
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

以
上
の
点
を
総
合
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
き
わ
め
て
小
断
片
で
本
文
自
の
性

絡
を
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、

一
応
、
現
段
階
で
は

「
{
出
羽
同
)

大
帳
案
」
様
文

と
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。




